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１． 管材費の扱いについて 

水道および水道施設に係る工事の積算基準に厚生労働省所管の水道施設整備費国庫補助事業に 

係る歩掛および経費率が採用されている場合、管材費（特殊製品費）の集計及び積算が重要になります。 

これは工事価格の算出にかなりの影響を及ぼしますのでご注意くださいますようお願い致します。 

 

水道及び水道施設に係る工事において、管材費は下表のような処理を行う必要があります。 

間接工事費等 共通仮設費 現場管理費 一般管理費 

対象額 対象額 
直接工事費+共通仮設費 

＝純工事費 

純工事費+現場管理費 

＝工事原価 

管材費 ○（原則 1/2 の金額） ○（原則1/2 の金額） ○ 

一般材料費 ○ ○ ○ 

○対象にする 

 

支給品の管材費は土木マスター上で以下のように扱います。 

 プロパティの設定 

管材費 特殊製品費 

支給品等 管材費 支給特殊製品費 

一般材料費 支給品費 

  基準書では以下のように記述されています。 

 

 

土木マスターでの設定方法につきましては、本マニュアルにてご確認下さい。 

なお、対象にする管材費などご不明な点がある場合、各発注機関および弊社コールセンターにお問い合せ下さい。 
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２． 管材費（特殊製品費）の積上げ 

（１） 管材費（特殊製品費）の内訳を作成し、その中に、資材を計上します。 

 

 

        

 

表示項目をプロパティに切り替えて、 

 

 

処分費他列で「特殊製品費」の設定を行います。 
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または、明細上で右クリックをして、プロパティをクリックし、 

  

開いた画面の「明細ユーザー集計区分」で「特殊製品費」を設定します。 

  

 

この内訳の資材すべて管材費（特殊製品費）として、集計、計算します。 

 

（２） または、特殊基礎単価で特殊製品を計上し、上記と同様に「特殊製品費」の設定を行います。 
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３． 経費計算画面での確認 

  

（１） 条件の17行目は 「集計する（設計書の設定を集計）」を選択します。 

 

 

（２） 経費画面で、管材費の金額が計上されているかの確認をお願いいたします。 

 


